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シンポジウム 2：認定技師の現在と未来
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は じ め に 

 臨床化学は臨床検査においてどのような役割を

果たしているか。臨床化学を日常臨床検査業務の

立場から見た時、臨床化学検査は検査項目数、検

査件数、検査点数の面で最大の重さを占めている。

このことは今日の臨床検査に対する臨床化学の貢

献の大きさを物語っている。また、学問としてみ

た時、臨床化学はタンパク質、酵素、免疫、脂

質・リポタンパク質、糖質・糖関連タンパク質、

ホルモン、遺伝子、血栓・止血、栄養、動物臨床

検査、POCT、検査システム、クォリティマネジ

メントなどの臨床検査全般における開発・評価の

基盤となっている。また、臨床検査の標準化・統

一化においては、日本臨床化学会( Japan Society

of Clinical Chemistry, JSCC)は我が国を主導する

立場にあり、これに関連する諸団体と密接な連絡

を持ち、国際臨床化学連合(IFCC)で日本の顔と

して国際的な活動を行っている。日本臨床化学会

の概要を図 1 に示す。

図 1 日本臨床化学会の概要 
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 このように重要な臨床化学であるが、臨床化学

の貢献によって成し遂げられた分析機器の向上と

検査の自動化が原因となって、若い臨床検査技師

や臨床検査を学ぶ学生の目から見ると臨床化学検

査は完成された面白味のない検査として映ってい

るようである。その結果、検査室での臨床検査技

師の配属や学生の卒業研究の配属において、臨床

化学がやや敬遠される事態が起きているらしい。

これは困ったことで、若者たちが臨床化学への興

味を失ってしまえば将来の臨床検査の発展・進歩

は大きく減速し、臨床検査における日本の国際的

地位の下落は避けられない。世界をリードする臨

床検査機器・試薬を生み出してきた我が国の臨床

検査業界にとっても憂慮すべき事態として現状は

受け止められている。 

 本稿の目的は、日本臨床化学会を紹介すること

を通じて臨床検査技師教育機関の教員や臨床検査

を学ぶ若者たちの臨床化学への関心を高めること

にある。さらに、日本臨床化学会が運営する認定

臨床化学者制度と平成 26 年度にスタートが予定さ

れている新しい認定制度についての情報を提供し

て、臨床化学会への参加を呼びかけたい。その結

果、少しでも多くの方が、臨床化学に親しみ、日

本の臨床化学の発展に貢献し、また、しっかりし

た臨床化学の土台の上にそれぞれの臨床検査専門

領域を発展させていただきたいと願うものである。 

I．日本臨床化学会の生い立ち 

 一般社団法人日本臨床化学会( Japan Society of 

Clinical Chemistry, JSCC)の 50 年以上の歴史は、

昭和 36 年の日本臨床化学会の発足と同年の第 1

回「医化学シンポジウム」開催から始まる(図 2)。

昭和 46 年には日本臨床化学会は、臨床化学分析

研究会、臨床化学分析談話会、日本臨床化学研究

会、夏期セミナー、冬期セミナーと大同団結し、

今日につながる新しい日本臨床化学会が発足した。

全国のあちこちで臨床検査の発展を目指して勉強

していた背景もさまざまな若者たちの臨床検査へ

の情熱が、日本臨床化学会設立の原動力となった。 

 雑誌“臨床化学”第 1 巻第 1 号(昭和 46 年 9

月)の序文で、監修者の田村善蔵東京大学教授は、

「臨床化学は(略)、病態を化学的に追及する学問

である。(略)臨床化学においては、何をしらべる

べきかという問題と、どうやってしらべるかとい

う問題が根本にあり、この意味において生化学と

分析化学の両面を持っている。(略)M.D.と Ph.D. 

あるいは広い分野の専門家の協力が強く要請され

るのである｡｣と述べている。この「病態を化学的 

 

 
図 2 日本臨床化学会の成り立ち 
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に追求する学問」という力強く高邁な宣言は、今

日においても日本臨床化学会の基本理念である。

もし「生化学検査の学問」として理解されている

なら、それは一面的な理解でしかない。 

 平成 25 年 8 月の第 8 回日本臨床検査学教育学

会(大阪大学)において、臨床検査技師教育機関で

臨床化学の教育や研究に従事する方々が結集して

今後の協力を約束したことは、臨床化学の歴史に

おいても特筆すべき出来事である。 

II．日本臨床化学会の構成 

 臨床化学は、学術的な側面から実践的な側面、

分析化学から臨床医学までを広く包括し、これを

支える多くの学問領域と接している。したがって、

臨床化学会は、大学(医学、保健科学、薬学、栄

養学など)や臨床検査技師養成のための短大・専

門学校などの教員に加えて、病院や民間臨床検査

センターで勤務する医師・臨床検査技師、産業系

研究機関の研究者などで構成されている。会員は

業種により 4 つのカテゴリーに分類され、それぞ

れのカテゴリーから評議員や理事が選出され、そ

れぞれの意見が学会運営に平等に反映される仕組

みとなっている(図 3)。理事のうち臨床検査技師

教育機関の教員は現時点で 5 名を数えており、学

会の運営において大きな影響力を持っている。こ

のように、日本臨床化学会は、臨床化学を構成す

る多様な専門分野の研究を十分に踏まえつつ、相

互間の交流を図り、さらに全体として有機的に統

合している。 

 産業界との連携を強めるために、平成 18 年度

から企業会員制度を発足させ、年次集会では企業

シンポジウムも開催されている。平成 25 年度第

53 回日本臨床化学会年次学術集会(徳島)の企業

シンポジウムのテーマは“頭上のリンゴを射貫く

には「分子標的治療薬 基礎と臨床｣”で、この

ような企業・ 社会の現在の関心と臨床化学の接

点を探るシンポジウムが毎年企画されている。 

III．日本臨床化学会の事業 

 日本臨床化学会の事業は、年次学術集会(年 1

回)、学会誌『臨床化学』の発行事業、学際的か

つ専門的な実践研究活動のための各種専門委員会

(図 4)やプロジェクトチームの活動である。プロ

ジェクトでは勧告法の決定や、標準物質の作製な

どの研究が行われ、その成果は臨床化学誌に掲載

される。全国に 9 支部を置き、地域での学術活動

も展開している。国際的には、日本臨床化学会は

国際臨床化学連合(International Federation of Clini-

cal Chemistry and Laboratory Medicine, IFCC)やア

ジア太平洋臨床生化学連合(Asian Pacific Federa-

tion of Clinical Biochemistry, APFCB)の加盟学会

(団体)となっている。また、国際純正及び応用化

学連合の臨床化学部門(International Union of Pure 

and Applied Chemistry-Clinical Chemistry Division, 
IUPAC-CCD)や国際生化学連合(International Union 

of Biochemistry and Molecular Biology, IUBMB)
とも関連して国際的に活発な活動を続けてい

る 。 平成  14 年には第  18 回国際臨床化学会議

(International Congress of Clinical and Laboratory 
Medicine, ICCC)を京都で開催している。

 

 
図 3 会員の業種別分類 
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    常置委員会     専門委員会 

 1．編集  1．クオリティマネジメント 

 2．国際交流  2．酵素・試薬 

 3．教育  3．機器システム 

 4．学術連絡  4．POCT 

 5．集会・広報  5．糖尿病関連指標 

 6．学会賞選考  6．血漿蛋白 

 7．法務  7．栄養 

  8．動物臨床化学 

  9．遺伝子検査 

 10．止血・検査 

 11．リポ蛋白検査 

図 4 各種委員会の構成 

 

IV．日本臨床化学会の機関誌 

 機関誌「臨床化学」は、オピニオン、特集、総

説、連載企画(質量分析)、トピックス、ジャーナ

ルトピックス、標準化ニュース、クリニカルケミ

スト、学会だより(事務連絡、支部研究室だより)

など、読んで大変に楽しい内容となっている。年

4 回の発行であるが内容・量ともに充実している。

毎号掲載される特集は、臨床化学・臨床検査に関

する最新の学術情報を含んでいて役に立つ。例え

ば、平成 25 年度(第 42 巻)の 1 号から 4 号までの

特集テーマは、それぞれ､「Matricellular タンパ

ク｣､「感染性迅速検査技術の Up to Date－核酸検

査法の逆襲－｣､「脂質メディエーター研究の最前

線｣､「質量イメージングの生命科学領域への応用

～基礎から臨床研究へ(仮題)」である。他の臨床

検査関連学会との比較で､「臨床化学会は検査を

創る学会」と言われることがあるが、特集テーマ

にも臨床化学会のそのような性格が表れている。 

 英文機関誌 Annals of Clinical Biochemistry(以下、

ACB)はもともと英国臨床化学会の機関誌であっ

たが、現在は英国、日本、オランダの三つの臨床

化学会の共同編集が行われていて年 6 回の発行で

ある。JSCC Editor により電子システムを介して

スピーディで親切な審査が行われている。インパ

クトファクターは現在のところ 2 点前後であるが、

このレベルの正規英文機関誌を持つ日本の学会は

稀有と思われる。 

V．認定臨床化学者制度と新しい認定制度 

 日本臨床化学会は、認定臨床化学者制度(平成

11 年～)を持っている。この制度の目的は、臨床

化学の専門科学者であることの保証に加えて、会

員の国際活動の支援、さらに学会が法人として存

続することの社会的意義を示すことにある。ちな

みに、米国では臨床検査技師の呼称として、これ

までは medical technician、medical technologist、

medical(clinical) laboratory technologist が使われ

てきたが、medical(clinical) laboratory scientist へ

の移行が進められている。つまり、米国は臨床検

査技師の「科学者」としての地位を確立しようと

している。これに世界は続くことになるだろうし、

日本が遅れることがあってはならない。我々の

「臨床化学者」という呼称は日本でまだ定着して

いるとは言えないが、米国の「科学者」を目指す

動きと方向性で一致しており、国際的な視点から

見れば臨床化学の専門家に与えられる呼称として

適切と考えられる。 

 認定臨床化学者制度の被認定者数は現時点で

239 名である(平成 25 年 8 月現在)。出願時に 5

年(入会した年を含む)以上継続する本会正会員で

あること、臨床検査技師資格、臨床化学に関する

実技研修、論文・総説、学会発表、学位などを点

数化し、計 20 単位を基準に審査が行われ、日本

臨床化学会認定化学者(認定臨床化学者・JSCC)

として認定証が発行される(図 5)。Japanese Cer-

tified Clinical Chemist( JCCC)という肩書は、第三

者機関による品質保証を重んじる欧米に行かれる

際には名刺に刷り込んで活用していただきたい。 

 日本臨床化学会は、認定臨床化学者制度に加え

て、新しい認定制度を平成 26 年度スタート(予

定)に向けて教育委員会(大澤 進委員長)を中心に

鋭意準備中である。この制度は、専門領域に関わ

らず臨床検査技師が高い精度保証能力を持つこと

を日本臨床化学会が認定するものである。臨床検

査技師の誰もが持つことが望ましい資格であり、

精度管理責任者や検査室管理者にとっては不可欠

の資格になると期待している。この認定に関心の

ある方は、まず日本臨床化学会に入会し、会員向 
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図 5 認定臨床化学者申請書 

 
けの認定に関するアナウンスを待つことをお勧め

する。 

VI．若い方々へ向けて 

 日本臨床化学会は若手の参加を強く希望してい

る。臨床化学会は検査を創る学会であり、そのた

めに必要な臨床検査への情熱と、飽くなき探求心、

好奇心は若者にこそ期待すべきものであるからだ。

平成  25 年度より  30 歳以下の正会員入会費は

10,000 円から 6,000 円へと値下げされ、若手は以

前より入会しやすくなっている。 

 日本臨床化学会が若手に対して設けた賞として、

これまでに奨励賞(年会、支部集会で発表した 40

歳以下の筆頭演者が対象)があったが、平成 25 年

度から新たに若手研究者賞(Young Investigator 

Award：30 歳未満の正会員を対象に支部で選考し

た受賞者を年会で表彰)を設けた。是非、日本臨

床化学会に正会員として入会のうえ、これらの賞

に挑戦して、自身のキャリア形成につなげていた

だきたい。 

最 後 に 

 日本臨床化学会は、間口も奥行きも広い学会で

あり、産学連携も活発である。様々な専門分野、

業種、業界、世代からの参入を歓迎し、臨床化学

の自由な発展と新しい臨床化学の創成を期待して

いる。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


